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出題の意図 

 

問１  ウィルヒョウの生理学研究から、人体を「細胞国家」（Zellenstaat）と捉えること

により、そのゆきついた信条が自由主義、民主主義であったという道程が書かれている

かが問題の焦点となる。 

 

問２  「心」といっても、有限な神経細胞（ニューロン）の神経突起を介してなされる

ものであるから、脳という臓器の活動の一つの表れであるということが「心の身体化」

の意味であるということが問題の焦点となる。 

 

問３  人体を「 超
スーパー

システム」として捉えることにより、この概念から都市の機構にも及

ぼすことにより、生命「全体」にアプローチしようとしているということが書かれている

かが問題の焦点となる。 

 

 


